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背景①～シカによる被害～
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問題・課題

https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/tyouju.html

• 令和5年度における、シカやノネズミ等の野生鳥獣による森林被害面
積は全国で約5千ヘクタール

• このうち、シカによる枝葉の食害や剥皮被害が全体の約6割を占める
深酷な状況

自動撮影カメラで撮影されたシカ（安芸・入河内森林事務所管内）

（林野庁HPより）



背景①～シカによる被害～

被害額は減少傾向がみられるが、依然として高い水準

引き続き、シカの捕獲を進める必要がある！

（高知県HPより）https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2022033100074/（高知県HPより）https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2018122100025/ 2
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背景①～シカによる被害～

対策

・シカネットなどの防護柵の設置

・単木保護による食害対策

・くくり罠や箱罠によるシカ捕獲

シカ被害を減少させるためにシカ個体数の減少を目指す

くくり罠（笠松式）にかかったシカ（安芸・入河内森林事務所管内）
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問題・課題

受け継いでいく必要がある

背景②～シカ捕獲技術の根絶のおそれ～

経験豊富な職員の方の退職に伴い、培ってきたシカ捕獲に関する現場

での知識や経験などの技術が受け継がれることなく途絶えてしまう

協力していただいた安芸・入河内森林事務所職員 くくり罠（笠松式）を仕掛けているところ
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取組内容

罠

自分たちで罠を仕掛けて、どのようにすれば初心者
でも効率的・効果的に獣道に仕掛けられるか研究・
検証

獣道
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小林式誘因法との比較

実際に現場で経験豊富な職員の方から、罠の仕掛け
方、仕掛ける場所等を学ぶ



実施場所（安芸森林管理署管内）

★

安芸森林管理署

朝日出山
馬路森林事務所管内

裏正山
河又柄尾山
安芸・入河内森林事務所管内

代表的な林内の様子

代表的な林内の様子
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今回使用した罠
～くくり罠（笠松式）～
■ 踏み板を動物が踏むことで罠が作動し、バネの
力によって足がワイヤーにしめつけられる構造
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罠の仕掛け方（獣道に仕掛ける）

獣道 くくり罠

・シカが罠を踏みやすいように跨ぎ木を設置！

・2週間仕掛けてもかからない場合は撤去

※

※獣（けもの、野生動物）が通ることで自然にできる道

５月～９月に実施
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石
跨ぎ木



罠の仕掛け方（小林式誘因法）

周りの様子小林式誘因法

小林式誘因法…林野庁職員の小林正典さんが考案したシカが
餌を食べる際に、口元へ前足を置く習性を利
用し開発した捕獲方法

５月～９月に実施
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実施内容

合計53基

        罠の仕掛け方
    場所

獣道に仕掛ける方法 小林式誘因法

河又柄尾山 6 5
裏正山 10 5
朝日出山 17 10
計 33 20
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結果・考察～獣道に仕掛ける方法～

【考えられる要因】

• 経験豊富な職員の方の教えを元に獣道を探し、シカの痕
跡がある場所に仕掛けたため捕獲することができた。

30%

70%

シカ捕獲数（獣道に仕掛ける方法）

設置数33基
捕獲頭数10頭■失敗数 23

■捕獲数 10
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結果・考察～小林式誘因法～

20%

80%

シカ捕獲数（小林式誘因法）

設置数20基
捕獲頭数4頭

■失敗数 16

■捕獲数 4

【考えられる要因】

• 小林式誘因法を行った5月～9月は餌が豊富にある時期で
あり、誘因効果が薄かった。

• シカの警戒心が高く、わな周囲に配置したエサや石を警
戒していたことが考えられる。 12



判定

経験豊富な職員の技術をまとめ
たマニュアルは必要！

初心者が何も指導を受けずに獣道に罠を仕掛けるのは

難しいが、小林式誘因法は指導を受けなくてもマニュ

アルを見れば、捕獲することができる。

経験豊富な職員の方の指導を受けた後に自分たちで獣

道に罠を仕掛けたほうが、捕獲率が高かった。
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マニュアルの作成
今回は誰でも簡単に獣道に罠を仕掛けてシ

カが取れるというコンセプトのもと作成。

罠の仕掛け方、仕掛ける場所、痕跡の見つ

け方等についてマニュアルを作成し、シカ

捕獲にあたり特に重要な罠を仕掛ける場所

に焦点を当てている。

（注）
このマニュアルを読んだだけで、確実にシカが取れるようになる
とは限りませんが、上達のために参考になるとは思うのでぜひ活
用してください！

これで、仕掛ける場所の選定が容易になり、
効率的に罠を仕掛けることが可能！
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マニュアルの紹介

1. 代表的なくくり罠の紹介

2. おすすめ
～跳ね上げ式（笠松式）～

3. 捕獲の流れ

4. 罠の設置場所

5. 設置場所の参考例

6. 各部品の名称

7. 事前準備

8. 罠の仕掛け方（笠松式）

9. 罠を仕掛ける際のコツ

目次
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くくり罠の設置に適した場所

・くくり罠を固定する木などがある

・獣道の幅が狭い場所（置き場所を決めやすい）

・見回りがしやすい

・シカの足跡がある（写真①）

・シカの糞がある（写真②）

（写真①） （写真②）

罠の設置場所
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・人が頻繁に利用する場所

・急斜面

・イノシシの掘り返しの跡がある（錯誤捕獲を防ぐため）（写真①）

・水の通り道（罠がすぐに露出する）（写真②）

罠の設置場所

（写真①） （写真②）

くくり罠の設置に適していない場所
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設置場所の参考例
獣道の合流地点に設置

段差がある場合は段差の下に設置
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罠の仕掛け方（笠松式）

①安全ピンを入れ、ワイヤーを
溝にかける

②スプリングのすべてが中に入るまで
後スプリングガードを引っ張り、ワ
イヤーストッパーで固定する

③設置場所を選定したら、近くの
立木の幹や根に繋ぎ止める

④深さ5㎝ほどの穴をほり、落
としパイプを設置する

⑤踏み板を置いて安全ピンを抜き
土かぶせる

⑥罠を踏みやすいように跨ぎ木
を置いて完成
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罠を仕掛ける際のコツ
• 小石、枝をかぶせるとかかった時に挟まり、空ハジキ（作動したのに捕獲でき
ていない）の原因になることから、踏み板の部分は土をかけて隠す。

• 罠を隠す際に周りの土や落ち葉を使うとシカが警戒することから少し離れた場
所の物を使う。

• 罠を置いた後に、シカが障害物を避けて歩くという習性を利用して罠の前後に
石や木の棒をおくと良い。

跨ぎ木
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まとめ

■ 今回はシカ捕獲の流れをマニュアル形式で作成し、
初心者にとって一番難しく、時間のかかる罠の設

置場所について重点的に説明している。

経験豊富な職員の方の教えを元に作成したマニュ

アルを活用することで、初心者でも罠の設置場所

の選定が容易になる。

シカ捕獲数増加による森林被害の減少
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今後の予定

■ 今後は、さらなるシカ捕獲効率化のためにも、シカの

痕跡把握と捕獲データ等の収集と分析を行うともに、

様々な罠を使用し、検証していく。

■ シカの止めさしをする際の精神的負担に対するメンタ

ルケアについても対策を考えていきたい。

■ 罠の仕掛け方を中心に捕獲までのマニュアルを作成し

た。今後は、捕獲後の止めさし及び埋設等についての

【捕獲編】マニュアルについても随時作成していく。
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